
令和５年度 第１回 中川小学校運営協議会 会議録 (要点記録) 

 

１ 開催日時   令和５年４月２８日(金)１３時１５分から１４時５０分まで 

２ 開催場所   中川小学校 ３階 多目的室 

３ 出席委員   田開 光治、石原 邦一郎、内山 有香、山岡 照彦、 

高柳 弘行、内藤 亜喜子、伊藤 浩之、谷川 美帆、 

影山 祥子、松井 孝悦 

４ 欠席委員   なし 

５ 学校     石山 知義(校長)、吉川 麻利子(教頭)、石原 勝行(教務)、 

堀井 恵理(ＣＳディレクター) 

６ 傍聴者    なし 

７ 協議事項 

(１) 会長の選出及び副会長の指名について 

(２) 議長の選出について 

(３) 令和５年度中川小学校運営基本方針について 

(４) いじめ防止等のための基本方針について 

(５) 夢育やらまいか事業に対する意見書について 

８ 会議録作成者 ＣＳディレクター 堀井 恵理 

９ 会議記録 

吉川(教頭)から、委員総数１０人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

 

(１)会長の選出及び副会長の指名について 

司会から会長の選出については田開委員を会長に推挙する旨の発言があり、協議

の結果、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任された田開委

員から、山岡委員を副会長に指名する旨の報告があり、承認された。 

 

(２)議長の選出について 

    司会から、議長の選出については、谷川委員を推挙する旨の発言があり、協議の

結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

(３)中川小学校運営基本方針について 

    議長の指示により、石山校長から、別紙資料に基づき、学校運営基本方針につい

て説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

 



（４） いじめ防止等のための基本方針について 

    議長の指示により、吉川教頭から、別紙資料に基づき、いじめ防止等のための基本

方針について説明があり、３つのグループに分かれ、協議・意見交換をした。 

 

 校内いじめ対策委員会があるのは親としては安心だが、すべてを未然に防止してしま

うと、子供の心の成長を妨げてしまう恐れがあるのでは。 

（田開委員・谷川委員・影山委員・松井委員） 

 重大ないじめが起きたときに、親はどうやって動いたらいいか、親への働きかけも重要

になると思う。（田開委員・谷川委員・影山委員・松井委員） 

 「中川小の宝である挨拶｣が心の助けになるのでは。つらいことがあって、気持ちが落

ち込んでいても、地域・先生・友達との挨拶が心を浄化し、気持ちが晴れる。繋がって

いると感じる。（田開委員・谷川委員・影山委員・松井委員） 

 小さなけんか＝いじめとしてしまうと、子供の心が育たない。成長に必要なけんかもあ

る。（高柳委員・内藤委員・伊藤委員） 

 いじめアンケートの頻度や内容を知りたい。個人面談は安心感があるが、どのような形

で行っているのか。（高柳委員・内藤委員・伊藤委員） 

 →各学期１回ずつアンケートを行っている。アンケートを基に、心配事がある子・困って

いる子に、担任から声を掛けて相談する場を設けている。個人面談では、先生と児童が

二人で話すが、他の先生にも入ってもらう場合もある。休み時間をうまく使い、基本全

員面談している。（石原教務） 

 個人面談には賛成。しかし、問題が起きた際には、一気にクラス全員に話を聞く必要が

あると思う。（石原委員・内山委員・山岡委員） 

 言葉のいじめもある。些細な、たった一言で心に傷を負ってしまうことを知ってもらい

たい。（石原委員・内山委員・山岡委員） 

 卒業式の袴の着用について 

事情で袴を準備できない家庭もある。学校側からも配慮が必要では。（山岡委員） 

 いじめが起きたとき、保護者にはどの段階で伝えるのか。（影山委員） 

→いじめ対策委員会で集まって先生達で話し合いをする。該当する児童の保護者に承

認をとってから、１対１で事情を聞いている。両者の思い、経緯、これからについて、

両者の心のケアをしながら聞き、今後に向けて対処している。（石原教務） 

→言葉が足りないせいで誤解が生まれている場合がほとんど。 

言葉でうまく伝わらないため、糸が絡んでしまう。 

話すと、平和に解決する内容がたくさんある。（吉川教頭） 

 自分の意見を認めてもらう回数が多いと子供は安心する。先生方には頑張ってもらい

たい。（谷川委員） 

 



 子供が納得すればいじめにはなっていかない。子供から訴えがあったら、親がアドバイ

スし、それでも子供が納得しなければ学校へ連絡するなど、保護者の待つ姿勢も必要。

（田開委員） 

 いじめの早期発見が大切。児童はタブレットを使って、先生にそっと悩みを打ち明けら

れる環境があるといい。（内山委員） 

 アンケートについては、1 回目・２回目と実施回数を決めてしまわないで、「随時」と

いう表記に変えたらどうか。（山岡委員） 

→学校以外にも、浜松市教育委員会より、タブレットを用いて、いじめに関してのアンケ

ートを今後実施する予定。子ども達の様子を見て、アンケートの実施回数を検討してい

きたい。（石山校長） 

 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

(５)夢育やらまいか事業に対する意見書について 

  議長の指示により、吉川教頭から、別紙資料に基づき夢育やらまいか事業に対する意見 

書について説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

谷川コーディネーターより、本の読み聞かせボランティアがまだ足りていないため、今

年度も地域の皆さんの協力をお願いしたい旨の連絡があった。 

 

吉川教頭から、中川小１５０周年記念事業について説明があった。 

 

司会から、次回会議は、令和５年７月７日(金)１３時１５分から３階多目的室で開催す

る旨の報告があった。 

 

司会から、次回の議長の選出について委員に意見を求めたところ、谷川委員から、内藤

委員を推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

１４時５０分頃協議会終了。 

 

以上、この会議録が正確であることを証します。 

 

令和５年４月２８日 

 

 


